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12月20日号 主な内容

職員の給与等を公開します
みんなの健康 ( 2) ( 3)面

わたし、足立区、この1 年
モモコのまちかどインタビュー ( 4) ( 5)面

くらしの情報 ( 6) ( 7)面

こ
ち
ら
荒
川

C・

G・
C
作

戦
開

始
乍
戦
と
い
っ
て
も
河
川
大
掃
除
の

話
。
足
立
区
の
シ
ン
ポ
ル
と
し
て
区
民

の
い
こ
い
の
場
の
荒
川
。
こ
の
荒
川
で

人
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
も
っ
と
深

め
よ
う
と
、
区
で
は
1
1月
1
3曰

、
区
民

の
方
々
の
協
力
を
得
て

、
同
川
敷
大
肩

掃
を
行
い
ま
し
た
。

名
付
け
て
一
ク
リ
ー
ン
あ
ら
川
(
C

・
G
・
G
作
畋
ご
。C
は
ク
リ
ー
ン
「
き

れ
い
に
一
、
G
は
グ
リ
ー
ン
而
Ⅲ
取
の

緑
一
、
最
曝
の
G
は
ク
リ
ー
テ
ブ
イ
ク
　

(
あ
い
さ
?
て
[
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ヽ
ン

ク
ご

を
意
味
し
ま
す

陌
戦
は
y
前
1
0
時
か
ら
H
時
3
0
分
ま

て
の
1
時
間
半
。
上
が
る
虱
船
を
台
図

に
閧
始
さ
れ

、
參
加
区
民
7
千
5
0
0人
の

手
に
よ
り
、
あ
っ
と
憊
う
間
に
2
べ

な
ん
と
ト
ラ
ッ
ク
2
5台
分
の
ゴ
ミ
が
集

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
関
、ほ
の
ぼ
の
と
し
た
観
子
連

れ
や
町
会
の
お
な
じ
み
さ
ん
同
士
の
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
安
が
兒
ら
れ
。
印

戦
は
大
吹
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

水
辺
の
い
こ
い
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

現
气

乱
の
長
嗣
計
画
で
も
足
立
区
は

く
の
手
ソ
ー
ン
し
佐
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
二
ぐ
・
G
・
G
」は
水
辺
の
い

こ
い
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
厦
活
へ
の

新
し
い
厦
聞
。
采
年
け
降
も
継
嶢
し
、

涓
掃
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
も
柤
み
台
わ

せ
、
荒
田
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

ク リ
ーン

あ
ら 川

たくさ んの区民の
皆さんが一斉にゴミ

拾いに出動しました

お
と
し
よ
り
の
急
病
時
な
ど
に

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が

動
き
始
め
ま
し
た

区
で
は
、H
月
2
4日
か
ら
救
急
ペ

ン
ダ
ン
ト
等
の
機
器
(
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
)
の
般
置
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
お
と
し
よ
り

が
急
訶
な
ど
に
な
っ
た
と
き
、
ベ
ン

ダ
ン
ト
型
無
線
発
報
器
ま
た
は
室
内

機
器
に
接
峺
さ
れ
た
ボ
タ
ン
を
押
す

た
け
で
、2
4時
閧
い
つ
で
も
東
亰
消

防
庁
に
通
報
さ
れ
、
近
所
の
民
生
委

員
お
よ
び
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の

も
と
に
、
迅
速
、
的
確
な
救
急
活
勳

を
図
る
も
の

で
す
。

利
用
者
は

申
請
さ
れ
た

方
の
な
か
か
ら
、
桝
状
お
よ
ぴ
緊
急

度
を
奮
査
の
う
え
認
定
。区
担
当
貝

が
利
用
者
と
な
る
お
宅
を
訪
間
し
機

器
の
取
り
付
け
を
行
つ
て
い
ま
す
。

来
年
1
月
末
ま
で
に
ま
ず
7
5台
を

般
置
予
定
。
そ
の
後
も
認
定
さ
れ
た

方
か
ら
取
り
付
け
を
進
め
て
い
き
ま

す
。な
お
、申
讀
は
隨
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

対
象
・
責
格

▽
6
5歳
以
上
の
在
　

宅
者
で
嚶
性
的
疾
患
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
常
時
注
意
を
要
す
る
一

人
暮
ら
し
・
夫
婦
等
の
皀
帯
の
高

齢
者

ワ
2
人
以
上
の
9
力
祠
と
な
る
方

が
必
要
で
す

一
)所
賻
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

寶
用

無
料

申
請
・
問
合
せ
先

本
庠
舎
・
老
人

櫑
祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1
代

ペ
ン
ダ
ン
ト
を
持
っ
て

、「こ
れ
で
安
心

」

88年に活躍した小・中学生の皆さん

今
年
、
全
国
大
会
等
で
立
派

な
咬
績
を
あ
げ
た
区
内
の
小
・

中
学
生
を
対
象
に
、1
2月
2
1日

区
長
褒
賞
式
を
行
い
ま
す
。
褒

貫
を
受
け
る
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。(

敬
袮
略
)
　

∵
佐
藤
孝
酲
(
崚
瀬
小
丁

川

の
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
・
ふ

学
生
の
部
金
賞

▽
吉
田
順
一
(
東
島
根
中
)
・・・

逎
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
・
巾
学
生
の
部
金
賞

∵
柏
龠
智
美
(
辰
沼
小
)
、西

川
実
里
(
樂
島
根
中
丁

ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
世
界
選
手
権
大
会
年
齡

別
選
手
権
・
日
本
代
表

▽
山

幸
(
花
保
小
丁

全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競

技
大
会
・
小
学
生
低
学
年
女
子

の
部
優
勝
、
三
国
奈
潭
子
(
渕

江
第
二
小
)
…
同
大
会
小
学
生

高
学
年
女
子
の
部
優
勝

▽
龠
澤
利
彰
(
栗
原
北
小
了

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

夏
季
水
泳
競
技
大
会
年
齡
別
選

手
権
・
男
子
2
0
0む
個
人
メ
ド
レ

ー
第
1
位

▽
ふ
川
渦
子
(
花
保
中
了

国

民
体
育
大
会
夏
季
水
咏
藐
技
大

会
都
代
K
・
混
合
女
子
刈
び
リ

レ
ー
第
3
位

▽
千
葉
真
利
(
蒲
原
中
丁

全

日
本
中
学
校
陸
上
藐
技
選
手
権

大
会
・
女
子
2
0
0び
第
1
位

T
第
十
四
中
学
校
吹
奏
楽
部

・・・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

・
中
学
校
の
部
金
賞

▽
酉
新
井
中
学
校
男
子
卓
球

部
・
:
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
・

男
子
団
体
第
3
位

マ
第
し
四
中
学
校
男
子
水
咏

部
・・・
全
国
中
学
校
選
抜
水
泳
暁

技
大
会
・
男
子
団
体
総
合
第
2

皀
、
同
大
会
男
子
捐
召
リ
レ
ー

第
1
位

▽
弥
生
小
学
校
…
手
工
芸
美

術
展
覧
会
・
文
部
大
臣
奨
励
賞

ま
た

、
そ
の
ほ
か
の
優
秀
な

呪
績
を
修
め
た
皆
さ
ん
に
も
敵

育
委
員
会
か
ら
褒
賞
を
し
ま

す

。(
団
体
3

、
個
人
囹
人
)
　

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん

。
采

年
も
頑
張
つ
て
く
だ
さ
い

。

A
教
育
委
員
会
V

葦立ち近
ご
ろ

、
新
聞
で
よ
く
目
に

つ
く
の
が
、
健
康
に
関
す
る
紀

亊
で
す

。

区
が
毎
年
行
つ
て
い
る
世
絢

調
査
を
見
て
も
、
区
民
の
饗
望

の
上
位
に
は
常
に
r
保
健
医
療

の
充
実

」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
今
年
の
調
査
で
は
、
老
人

福
祉
対
策
に
次
い
で
2
倥
に
上

が
り
、
数
値
も
昨
年
を
9
ポ
イ

ン
ト
も
上
回
つ
て
い
る
な
ど
、

区
民
の
健
康
へ
の
関
心
の
高
さ

を
示
し
て
い
ま
す
。

先
月
末
に
、
保
健
医
麋
を
テ

ー
マ
に

、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん

と
会
巖
を
も
ち
ま
し
た
。

席
L
、
多
く
の
提
】
gや
要
望

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

[
健
嗔
に
無
関
し
な
人
に
、

も
っ
と
保
健
所
に
行
か
せ
る
努

力
を
」
[
も
っ
と
健
滾
膺
報
か
欲

し
い
」
i
漿
に
関
す
る
講
演
会

を
閧
催
し
て
」
「
保
健
所
の
椣
査

を
も
っ
と
レ
ペ
ル
ア
ッ
ブ
し

て
'
一
「
大
型
の
専
門
訶
院
を
区
内

に
欲
し
い
」
等
弋

宿
囑
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

專
門
襦
院
に
つ
い
て
は
、
足

立
区
と
薦
節
区
の
境
(
亀
有
駅

の
近
く
)
に
、
都
立
祠
院
の
建

般
が
決
ま
り
、
エ
事
も
始
ま
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
て
長
年
の
愬

頤
が
遼
改
さ
れ
ま
す
。

保
健
所
に
お
け
る
予
防
対
策

の
充
実
や
、
診
療
所
、
病
院
、

高
度
医
療
施
設
相
互
閧
の
連
携

を
強
め
る
な
ど
、
も
っ
と
区
民

が
安
心
し
て
住
め
る
地
域
医
療

の
充
実
の
必
要
性
を
痛
慝
し
た

実
り
多
き
会
巖
で
し
た
。

「
自
ら
の
健
康
は
、
自
ら
守

る
」。
今
後
は
こ
の
こ
と
を
、
忙

し
さ
に
か
ま
け
て
い
た
私
自
身

の
戒
め
と
し
て
、
心
掛
け
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

h

i
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職 員 の 給 与 等 を
公 開 し ま す

職 鰔の紿与等の実態 を区民の皆さ んにご理 解いただく ため、次のとおり 公表しま す。
戰員 の紿 与は、 地方公務員法によ り、一般冢 庭の生 計費、国 や他の地方 公共団体 の

職M の紿 与、民間 企業 の従業貝の紿 与、そ の他の 亊惴を 考邃して 定めら れることにな
ってい ます。
こ の趣旨 に基つい て、23区共同で 設置してい る特別区 人事委 貝会が、 肓年、特別区
内の民間 企菓屁業員 の紿 与実態を調 査し 、こ れと職員紿 与を比較し 、さら に生計賢 や
国、他の地 方公共団 体の給与なども 考慮し て、 勧告を 行つてい ます。
職員の給 与は、この 勧告に基づき 、区議会 の審議を 経て、「職員の紿 与に関 する条伊11」

で定 められ ています。
問合せ先 本庁舎・紿 与係 　882 ―1111 ㈹

人件費の状況 ( 62年度普通会計決算)

* 人件 費と は、 一 般識 員に 支給さ れ る給 与 であ る難 員 給と区 長 や議 員など 特 別 鞦に 支 給さ れる

給料 、報酬 、手 当 のほ か共 済費( 社 会保 険 料の 事業 主負 担 分) など の合 計 をい いま す。

* 讐通会計とは、地方目 治体相互問の比取を可能とさせる ため、全国司一基牽で集茜tした統計上の会ろ↑です。

職員 手当の状況( 1)

*退皿 手当の支給率は段陋的に引き下|プらn 、定年・勧奨は64 年屋がら最高限度68. 00 月分になりま可。

* 遭韆手 当の1 人当たり平均支 給驤は 。前年度に退韆した全 韆種に係る 驪員に支絽された平均顎で可。

職員手当の状況( 2)

職員手当の状況( 3)

職員手当の状況( 4)

*48 眄胃 勤務寵員特別手当|こつい ては、 昭和63年度から 廃止となり まし た。
*23 区 平均のr 韆員全体に占める 手当支 給職員 の割合は41A% 」で4 。

職員手当の 状況( 5)
( 63年4 月1 日現在)

昇給期間短縮の状況

普通会計の歳出額にしめる人件費率および職員給率の推移
人件費率一 人件費率のうち職員給率

職員給与費の状況
( 63年度一般会計予算)

* 給 与 費 は 、当 初 予 算 に 計 上 さ れ た 額 で す 。

*「靴員手当J のう5 主なものは、扶薑手当、胴整手当、通勤手当、住居手当などで、退靴手当はきまn ていません。

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均 年齢の状況
( 63 年4 月1 日現在)

*一吸行政職とは、一般事務、エ木枝軛、保田碍の職異で可。技膨労務職とは、目勦車運転、一皿作槃、綰痍胴理尋の職員です。

* 平均啗料月額は、本絽のみの平均月瞿です。平均紡5 月顎は、綰料に扶養手当、綢整手当、通勤手当などの膾手当をきんだ平

口月頷です。

職員の初任給の状況
( 63年4 月1 日現在)

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ( 63年4 月1 日現在)

* 経験年数とは、卒業後直ちに採 用さ れ引き続き勤務している櫑合、採用後の年数 をいい ます。

特別職の報酬 等の 状況
( 昭和63年4 月1 日現在)

※特別職には一般職員と異なり、扶養手当、通勤手当、住居手当、勤勉手当等が支給さ
れません。また、議員「こは退職手当も支給されません。

一般 行政職の等級別職員数の状況
( 63年4 月1 曰現在)

* 特3 等級および特5 等級は、昭和62年4 月1 日に新設された等級です。
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みんなの 健康
足 立 保 健 所　　855- 4151
千 住 保 健 所　　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　 　896- 4004
東 和保健相談所　 　606- 4171
中央 本町保健相談所　 　880- 5351 暖房 をしたら

換気に ご注意を

亜
開
放
型
と
密
閉
型

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
や
瞬

聞
湯
脾
器
に
は
、
燃
焼
ガ
ス
を
廈

接
室
内
に
放
出
す
る
閧
放
型
と
、

室
外
に
排
気
す
る
密
閉
型
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

式
の
暖
房
器
は
、
ほ
と
ん
ど
が
閲

放
型
で
す

。

・

換
気
が
不
足
す
る
と

閲
放
型
の
瞹
房
器
や
瞬
間
鴈
沸

器
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
は
、
灯
油

や
ガ
ス
を
室
内
の
空
気
中
の
酸
素

を
使
つ
て
燃
や
し
、
炭
酸
ガ
ス
を

放
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
部
蒙
を
閉
め
切
つ
て

い
る
と
、
炭
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て
空

気
が
汚
れ
、
酸
素
の
量
も
減
つ
て

き
ま
す
。
空
気
中
の
酸
素
量
が
減

る
と
、
呼
吸
困
難
な
ど
の
酸
素
欠

乏
症
を
起
こ
し
、
重
大
な
亊
故
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
酸
素
不
足
に
よ
る
不
完
全
燃

燒
が
起
こ
り
、
一
酸
化
炭
素
が
発

生
し
て
中
毒
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・
十
分
な
換
気
を

最
近
の
家
は
サ
ッ
シ
な
ど
に
よ

り
気
密
性
が
高
く
な
り
、
す
き
間

風
に
よ
る
自
然
の
換
気
a
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
開
放
型
の
暖

房
器
を
使
う
と
き
は
、寒
い
か
ら

と
い
っ
て
部
屋
を
閉
め
切
ら
ず
、1

時
間
に
1
回
程
度
、
室
内
の
空

気
を
十
分
換
気
し
て
く
だ
さ
い
。A

足
立
・
千
佳
保
健
所
環
境
衛
生

担
当
v

1
月
の
献
血
日
程

愛
の
献
血
を
次
の
と
お
り
受
け

付
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
程
・
場
所

▽
2
日
(
月
)・・・
北
千
住
駅
西
囗

▽
3
日
(
火
)
・・・
竹
ノ
罹
駅
東
囗

▽
4
日
(
水
)
…
北
千
庄
駅
西
口

ワ
5
日
(
木
丁

西
新
井
駅
東
囗

▽
1
2日
(
木
了

北
千
住
駅
西
囗

▽
拓
日
(
月
了

北
千
住
駅
西
囗

▽
1
8日
(
水
丁

西
新
井
駅
西
口

▽
2
0日
(
金
)・・・竹
ノ
塚
駅
東
口

▽
2
3日
(
月
了

ヤ
マ
ト
邏
輸
㈱

王
子
ビ
ル
(

新
田
―
-
9
I
　
I
)

▽
2
5日
(
水
)・
:
飯
田
百
貨
店
啀

浜
店
(
鹿
浜
7
-
2
-
3
)
　

▽
2
6日
(
木
了

北
千
住
駅
西
囗

▽
2
9日
(
日
)
・
:保
塚
セ
ン
タ
ー

▽
3
0
日
(
月
)・・・
北
千
住
駅
西

口
、
竹
ノ
塚
駅
東
口

▽
3
1
日
(
火
了
西
新
井
駅
東
囗

受
付
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
3
0分
(
昼
食
・
休
憩
時
間
を

除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)
、本

庁
舎
・
保
健
予
防
係
(
　
8
8
2
1
　
1
1
1

㈹
)

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
を

匐
で
は
、家
庭
に
い
る
保
健
婦

助
産
婦
・
肴
護
婦
・
准
肴
護
婦
の

有
責
格
者
で
、
再
就
職
を
希
望
し

て
い
る
方
の
た
め
に
、
ナ
ー
ス
バ

ン
ク
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

登
録
し
た
方
に
は
、
肴
護
職
員

に
よ
る
就
業
相
談
、
就
業
に
役
立

つ
嚊
報
の
提
供
、
就
業
あ
っ
せ
ん

を
行
つ
て
い
ま
す
。

登
録
力
法

直
接
下
記
に
來
所
ま

た
は
、
は
が
き
に
「
ナ
ー
ス
バ

ン
ク
登
録
希
望
」、住
所
、氏
名
、

年
齡
、
所
有
資
格
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
郵
送

申
込
先

東
京
都
譽
護
協
会
ナ
ー

ス
パ
ン
ク
(
〒
1
5
0渋
谷
区
神
宮

前
5
-
8
-
2

　
椢
3
3
9
　

旦
問
合
せ
先

都
・
衛
生
局
曾
護
課

霓
…一
5
1
1
1

婦人のがん予防 教室日程

婦
人
の
が
ん
予
防
教
室

区
の
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で

は
、
毎
月
、
乳
が
ん
の
自
己
検
診

法
を
含
め
た
婦
人
の
が
ん
の
予
防

教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

右
表
の
と
お
り
S

用

無
料

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所

(
酋
一
{
一
4
1
5
1
}
、
千
住
保
健

所
(
　
翻
4
2
7
7
)
、
江
北
保

健
相
談
所
(
廿
8
9
6
4
0
0
4
)
、

東
和
保
健
相
談
所
(
'
‘
瞞
4
1

7
1
)
、中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
　
8
8
0
5
3
5
1
)

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
ヘ

年
末
届
を

お
忘
れ
な
く

医
師
な
ど
の
免
許
を
持
つ
医
凍

鴕
事
者
は
、
法
律
に
基
づ
く
年
末

届
(
1
2月
3
1日
現
在
)
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
▽
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
　

師
・
'
・
業
務
に
従
事
す
る
し
な
い
　

に
か
か
わ
ら
ず
免
許
の
あ
る
方

▽
保
健
婦
、助
産
婦
、
I
霞
婦

(士
)
、准
看
護
婦
(
士
)
、
歯
科
衛

生
士
、
歯
科
技
工
幸
:
区
内
で

業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

届
出
期
限
1

月
1
4日

届
出
・
問
合
せ
先

管
轄
の
保
僵

所
(
足
立
保
健
所

　
8
5
5
4
1
　
5
1

、
千
住
保
健
所

・
l翻
4
　
2
7
7
)

年
末

年

始
の

ご

あ
ん
な
い

区

役

所

窓

口

年
末
は
1
2月
2
8日
(
水
)
ま
で
、

新
年
は
1
月
4
日
(
水
)
か
ら
業
務

を
始
め
ま
す
。

休
日
診
療
所
の
開
設

1
2月
2
9日
か
ら
1
月
3
日
ま

で
、
下
表
の
と
お
り
休
日
診
療
所

を
閧
般
し
ま
す
。

清

掃

作

業

ゴ
ミ
収
集
(
可
燃
・
分
別
)

年
末

は
1
2
月
3
0日
(
金
)
ま
で
、
年
始

は
1

月
5
日
(
木
)
か
ら
。
く
わ

し
く
は
、
回
覧
お
よ
び
ゴ
ミ
容

器
集
積
所
掲
示
の
ビ
ラ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

粗
大
ゴ
ミ

年
末
は
1
2
月
2
8
日

(水
)
地
区
ま
で
。
年
始
は
1

月

5
日
(
木
)
地
区
か
ら
収
集

し
尿
の
収
集

早
く
た
ま
る
ご
家

庭
は
1
2月
2
8日
(
水
)
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
年
始
は
1
　

月
5
日
(
木
)
か
ら

閥
合
せ
先

足
立
柬
膺
掃
亊
務

所
(
　
跏
0
7
1
1
)

、
足
立

西
灣
掃
亊
務
所
(
　
一
作一
2
1
　
4
1
)

公

社

施

設

臠
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
施
般
は
、

卜一
月
2
8日
か
ら
1
月
4
日
ま

で
、
年
末
年
始
お
よ
ぴ
館
内
塵

偉
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
毎
月
1

日
の
施
設
利
用
抽
選
会
は
1

月
に
限
り
5
日
に
な
り
ま
す
。

休日診療所一覧

健
康

ア
ド
バ
イ
スス

キ
ー
の
外
傷

ス
キ
ー
に
よ
る
外
偽
は
ひ

ざ
、
足
関
節
の
ね
ん
ざ
、
お
よ

び
下
鞦
、
足
関
節
周
囲
の
骨
折

が
最
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
原

因
と
し
て
は
、

転
剽
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
最

辱
a

ス
↑

場
の
I

に
よ

る
ス
キ
ー
ヤ
ー
同
士
の
衡
突
事

故
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
ス

キ
ー
靴
の
改
艮
で
、
足
関
節
周

囲
の
外
傷
は
減
少
し
ま
し
た

が
、ひ
ざ
関
節
の
外
傷
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
特
微
で
す
。

曾

で
a
、駝

損
雰

重

大
で
、
特
に
ひ
ぎ
の
前
後
お
よ

ぴ
側
方
へ
の
ズ
レ
を
防
い
で
い

る
十
字
靱
帯
、
側
副
靱
帯
の
攅

傷
が
問
鼈
で
す
。
重
傷
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
骨
折
と
は
違
い
、

な
ん
と
か
歩
け
る
の
で
唖
視
さ

れ
が
ち
で
す
。

後
日
必
ず
歩
行
に
伴
う
陣
客

が
現
わ
れ
ま
す
の
で
、
ひ
ざ
に

は
れ
や
謌
み
の
あ
る
方
は
、
軽

傷
、
重
傷
に
か
か
わ
ら
ず
整
形

外
科
医
の
診
察
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
と
し
て
は
、
ス
キ
ー
の

外
傷
の
7
5
-
8
0
%がひ
ぎ
か
ら

下
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

日
ご
ろ
か
ら
下
半
身
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
柔
軟
性
を
養
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、時
関
的
に
余
裕
を
も

っ
て
ス
キ
ー
を
桑
し
む
、
器
具

を
正
し
く
諞
整
す
る
こ
と
も
忘

れ
ず
に
。

Λ
足
立
区
医
師

会
V
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モモコのまちかどインタビュー
今l f も残すところI U日あまり、皆さんにとってこの1 年い

かがでしたか。Jあたち広報: では、今年も区民の皆さんのご

協力をS ながら多くの力々に登場していただきました。

砥面を借りてお礼申し上げます、
今回は、今年最後の発行ということで、各方面で活躍

された皆さんに、この1 年を振り返っていただきました、

わた
し 足立

区
こ の1 年

刀
を
通
し
て
足
立
を
見
る

刀
剣
研
師

犬
塚
徳
太
郎
さん

か
つ
て

は
武

器
と

し
て
匣

わ
れ

、

≒

口
で
は

。
樊

研
品

と
し
て

愛

好
さ

れ
て

い
る

刀
剣

。

予

庄
二

丁
目

に
お

庄
ま
い

の

犬
塚

偲
太

郎
さ
ん

は

、
そ
ん

な
刀

の
研

師

と
し
て

江
戸

時

代
の

技
術
を

現
在

に

巳

え
て

い

ま
す

。

祖

先
は

气
同

眉
辷

。
研
師

と
し

て

の
創

業
は
明

治
3
5

年

。

二
代

目
と

の

こ

と

。

武
器
と

し
て

僅
わ

れ
た
昔

も

、

燮
『

。術

。品

と
し

て
尊

ば
れ

る
現
代

で
も

、

研
磨

し
だ

い
で
刀

の

命
を
左

右
す

る

大

事
な
仕

事
で

す

。

歴
史
的
遺
産
の
保
存
を

刀
剣
は

、
美
肝
品
と
し
て
だ
け
で

な
く

、
そ
の
時
代
を
物
語
る
も
の
と

し
て
そ
の
価
値
は
高
い

。

「
刀
剣
を
研
ぐ
こ
と
に
よ
り

、
そ

の
肖
蒔
の
生
き
た
姿
を
復
元
す
る
こ

と
が
研
師
の
大
切
な
心
構
え
で
す
」

と
お
っ
し
ゃ
る
犬
塚
さ
ん

。

睡
史
に
対
す
る
遥
け
い
も
探
く

、

奥
州
平
泉
の
辱
原
三
代
の
研
究
を
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。

足
竄
区
内
の
5
叉
的
遺
産
に
つ
い

て
も
、「
足
立
区
は
、
江
戸
又
化
の
面

彫
か
銭
る
取
少
な
い
所
。
す
こ
し
遅

い
気
は
す
る
が
'
R
W

的
建
造
初
や

旧
跡
を
震
す
男
力
か
必
要
で
す
」
と

晧
る
。

カ
メ
ラ
を
片
手
に

犬
塚
さ
ん
の
唯

。
の
楽
し
み
は
、

緊
張
し
た
仕
事
の
合
い
関
を
ぬ
い
、

愛
用
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
豐
史
散
策

の
旅
に
出
か
け
る
こ
と
。

刀
剣
研
ぎ
と
同
じ
碕
神
の
集
中
刀

で
写
耳
も
見
事
な
出
来
映
え
。
し
か

し
、「
今
年
は
、
足
を
ヶ
が
し
て
し
ま

い
、
旅
に
出
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
一
と
観
令
そ
う
。

早
く
ヶ
が
か
治
り
、
歴
史
散
策
の

旅
を
待
つ
犬
塚
さ
ん
で
す
。

「歴 史 的 建 造 物 を 残 す 努 力 を 」

と犬塚さん

三
代
目
恆
之
さ
ん
。
伝
統
の
技
が
光
り
ま
す

日
標
は
金
メ
ダ
ル

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
(背
泳
)で
第
4
位

小

林

和

代
さ
ん

今
嚶
9
川
に
卜
わ
れ
た
ソ
ウ
ル
オ

リ
ン
ピ
″
ク
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ

ん
の
記
憶
に
豕
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

1
0月
に
同
じ
地
、
ソ
ウ
ル
で
、
も

う
ひ
と
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ハ

ラ

リ
ン
。ピ
ッ
ク
」
か

開
催
さ
れ
ま
し

た
。バ

ラ
リ
ン
ビ
ク
ク
は
、
身
伍
に
障

耨
を
持
つ
み
な
さ
ん
の
オ
リ
ン
ビ
ッ

ク
。

卜こ
界
6
1

力
画

の
選

手

か
参

加
し

ま

し
た

ご

』
の

人
白

に
西

新

拌
に

お
僅

ま

い
の

小
株

和

代
さ
ん

か

出

場
、

崎
咏

の

淘
じ

で
見

事
I

卮

に
人

寰

し
ま

し
た

。

モ
ッ
ト
ー
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
努
力

和
代
さ
ん
は
、
脳
性
マ
ヒ
の
潭
曹

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舜
ち
叨
の
積
極

忤
で
'

水
■
$
の
ほ
か
、
お
死
、
祠
み

初
、
料
理
、
寨
a
な
ど
を
習
い
、
お

死
は
、
師
範
の
免
捫
を
時
っ
て
い
ま

も
と
も
と
水
で
遊
ぶ
こ
と
か
呼
き

だ
っ
た
和
代
さ
ん
で
す
か
、
竃
格
的

に
木
泳
を
始
め
た
の
は
7

年
ほ

ど

喘
、
竹
の
碾
温
水
プ
ー
ル
で
聞
か
れ

た
区
の
講
習
会
に
参
加
し
て
か
ら
で

す
。
叨
め
は
う
ま
く
泳
げ
な
か
っ
た

和
代
さ
ん
も
、
J
回
の
講
習
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
、
2
5ご
は
泳
げ
る
よ
う

は
な
り
ま
し
硴

そ
の
曝
、
東
京
都
瞬
筈
者
ス
ポ
・
I

ツ
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
a
ね
。
今
回

の
八
会
へ
出
場
す
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

夢

は

、バ
ル

セ
ロ
ナ

ヘ

ま
わ
り
の
人
は
。
決
勝
に
震
れ
れ

ぱ
と
世
っ
て
い
た
そ
う
で
す
か
、
4

り
入
x
!
し
か
し
こ
本
人
は
、
一
4
位

で
は
ま
だ
爾
足
し
て
い
ま
せ
ん
。
r

の
大
会
に
参
加
で
き
た
ら
ぜ
ひ
、
メ

ダ
ル
を
収
り
た
い
」と
の
こ
と
。

一
1
年
か
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
!
つ
和
代
さ

ん
、
叺
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
目
ぎ
し
て
が

ん
ば
れ
!

手
前
か
ら
5
畠
目
6
コ
F
ス
で
力
泳
す
る
和
代
さ
ん

カ
ン
パ
リ
塵
の
和
代
さ
ん
も

聞
会
式
に
は
、
お
も
ね
ず
涙

床
の
聞
に
掛
か
る
一

も
和
代
さ
ん
の
作

足
立
区
、大
好
き

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
日
本
語
の
勉
強

ク
レ
ア
・コ
グ
ラ
ン
さ
ん

一
こ
ん
に
ち
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ブ
リ
ス
ペ
ン
巾
か
ら
来
ま
し
た

ク
レ
ア

ー
コ
ク
ラ
ン
と
申
し
ま
す
　

日
木
語
の
人
変
お
上
手
な
ク
レ
ア

さ
ん
は
、
日
本
語
画
押
の
勉
強
の
た

め
来
日
、
F
庄
瓦
Γ
目
の
肖
夢
さ
ん

の
お
宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い

ま
す
。

来
日
は
3
回
目
、
今
年
の
1
月
ま

で
名
古
屋
大
学
で
勉
強
を
し
、
屠
国

し
て
い
ま
し
た
。

日
収
の
友
達
と
別
ね
る
の
は
、

入
変
愬
し
か
っ
た
で
す
」と
、そ
の
当

時
を
晒
る
ク
レ
ア
さ
ん
で
す
か
、
帰

国
*
'
m

の
ブ
リ
ズ
ベ
ン
市
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
廼
国
洵
年
祭
嚴
大
の

笹
し
物
一
エ
ク
ス
ボ
咫
一
や
「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
笥
筏
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

ーと
い
う
卜
亭
か
谺
つ
て
い
ま
し

た
『足

立
区
と
の
出
会
い

卜
本
語
か
堪
能
な
ク
レ
ア
さ
ん

は
、
案
内
阯
、
通
訳
と
し
て
人
活
躍
。

「
姉
妹
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
。

受
吋
を
廻
当
、
そ
の
時
最
叨
に
求
た

日
本
の
代
表
か
足
立
区
の
万
々
だ
っ

た
の
で
す
。

一
私
が
ま
た
樂
京
へ
卜
り
て
通
訳

の
勉
強
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
を
お
話
す
る
と
、
そ
れ
で
は
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
探
し
ま
し
ょ
う
、
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
た
の
で

す
」
　

こ
れ
か
足
立
区
に
来
る
キ
ヌ
カ
ケ

に
な
り
ま
し
た
。

一

日
、
勉
強
に

は
げ
ん
で
い
ま
す

日
月

に
來

た
ぱ

か
り

の
ク
レ

ア
さ

ん

に
足

皀
区

の
印

象
を

聞
く

と

、「
ま

だ

あ
ま

り

知
ら
な

い
ん
で

亢

で

も

、

に

ぎ
や

か
な

思
じ
て

す
り

勉
強
に

励
み

、H

朮
の
家

框
の

生
活
を

楽
し

ん

で
い

る
毎

日
で

す

、

帰
国
す

る
ま

で

に

、
ぜ
ひ

区
内

を
J

つ
て
み

た
い

と

世
い

ま
す
I

弓

。乙
回
で

新
年

を
迎
え

る

ク
レ
ア

さ

ん

。
よ
い

お
年

を

。

日本が大好きなクレアさん

足
立
に
響
く

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
協
奏
曲

日
本
音

楽
コ

ン
ク
ー

ル

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
部
門
第
3
位

前
田

進
さ
ん

ぺ「
郡
1
0月
に
ほ
わ
ね
た
・
第
5
7圜
E
t
a

楽
コ
ン
ク
ー
ル

ト
ラ
ン
ヘ

。
'卜
部
門
で

、
中
皿
ぷ
町

。
丁
目
に

む
庄
ま
い
の
町
田
4
さ
ん
が
、
第
3

皀
に
選
ば
れ
ま
し
た
、

参
加
す
る
の
も
大
変

こ

の
ぺ

勁

、
ト
ラ

ン
ベ

″
卜

部
門

は

、
8

り
ぶ

り
に
し

わ

れ
る
も

の
で

、

小

入
か

参
加

、
1

回

な
し

と
い

う
腎

し

い
も
の

て
し

た
。

・
ラ

ッ
キ

ー

で
し

た
ね

。
8

年
に
1

箋
の
ぷ

弓
参

で
子

か
ら

、

心
り

阿

わ
せ

か
懇

い
と

、
黔
川

す

る
j

ち

難
し

く
な

る
ん
で

実

入

寓
す
る

だ

け
で

も

人
変
な
こ

と
な

ん
で

す
よ

」

と

炳
る
加

田
さ

ん
。
こ
の

貫
の
ほ

か

、

数

多
く
の

ゴ
ン

グ
r

ル

で

優
秀
な

咬

礇

を
修
め

て
い

ま
す

。

活
発
な
文
化

活
動
に
期
侍

叫
川
さ
ん
は
、
こ
な
の
1
脯
1
、

乢
化
心
工
身
て
す
6
年
ほ
ど
叨
か
-

ド

亡
K

に
俚
ん
で
お
り
、
吊
・こ
の
5

憬
を
闃
く
と

住
み
良
い
ま
ち
で

1
ね

。
そ

れ
に
物

巾
か

安
い
I

と
の

こ

ち現

代

学
蘖
の

か
た

わ
ら

、
い
ろ

い
ろ

な
オ

ー
ケ
ス

ト
ラ

に
参
叩

し
た

り

、
二

東
区

の
器

楽
呷
网

指

導
幗
と

し
て

、
小

中
学
校

の
ブ
ラ

ス

バ
ン
ド

の
指

導
を
し

て
い

ま
す

。

?
2
区
の
夊
化
沽
劃
に
つ
い
て

は

、

礇
哨
を

す
る

嚊
剛
や

、
廼

衣
す

る
場

か
少

な
い
似

か
し

ま
I

。最

近

、

自
治

体
も
又

化
卮

勳
に

だ
い

ぷ
刀
を

八
れ
て

い

ま
す
ね

。
中

に
は
Z

主
催

で

賞

金
の

山
る
リ

ン
ダ

ー
ル

を
回

夕

て

い

る

と
こ

ろ

も

あ
る

ほ

ど
で

す

よ

正

‘皀
X

も
区

民
オ

ー
ヶ
ス

ト
ラ

か
哂
呎

さ

れ
た
そ

う
で

、
≒

浚
の
恬

動
か

余
し
み

で
す

ね
一

台
4

の
町

門
啄

と
し
て

ぼ
の

音
叉

ル
に
勣

に
勺
し

て
も

遡
解

が
深
い

旬
田

さ
ん

≒

年
は

、

大
学

院
の
・球
験
や

コ

ン

ク
ー

ル

、
各

地
で
の
・涸
齊

会
が
Q

な

り
、

だ
い
ぶ

卜
し

い
l
q

だ

、

た
よ

う
で
J

。
コ

ン
デ

ダ
'
勹

ン
を

崩
さ

な
い
よ

う
、

枝
'南

に
よ
り

庖
き

を
か

忖

攴
4

も

が
ん

ば

ご
I

、だ

さ
い

。

事
れ
の
街
に
前
田
さ
ん
の
I

シ
ン
ベ
ッ
ト
が
I
き
ま
す

伝統の味を守って110年
大衆酒場「大はし」のご 主人

神 野 彦二 さ ん

・『
へ
す
、
い
・
り
っ
し
ゃ
い
』

の
し
ん
を
く
ぐ
る
と
畋
勢
の
い
い

由
か
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

入
費
酒
場
「
八
は
し
」
♀
俚

。
I

り

の
ご
上
人
、
抑
野
豕
二
さ
ん
の

出
で
す
。

こ
の
お
呎

創
菓
明
冶
1
0年
。
へ
。

叫
で
旧
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

昿
で
四
代
目
に
な
り
ま
す
。
T
住

に
は
、
ま
た
ま
だ
古
い
歌
か
多
く
残

つ
て
い
ま
す
が
、
私
の
と
こ
ろ
も
占

い
部
顎
に
入
っ
て
き
ま
し
た
か
ね
I

若
い
お
客
さ
ん
が

増
え
て
き
ま
し
た

『
皿
近
、
店
の
前
の
a
も
カ
マ
ー
M

舊
に
し
た
り
、
だ
い
ぶ
レ
ヤ
レ
た

ビ
ル
か
埴
っ
て
き
ま
し
た
ね

働
瓦
み
か
匐
速
に
鳶
化
し
て
い
く

の
に
賢
く
陣
野
さ
ん
。
街
並
み
ば
か

り
で
な
く
、
客
蜀
に
も
変
化
か
市
て

き
た
と
迴
い
ま
す
。

捫
い
へ
か
沺
え
て
さ
ま
し
た
。

特
に
久
性
か
佃
え
ま
し
た
ね
。
お
ひ

と
り
で
み
え
る
方
も
い
ま
す
。
こ
う

い
う
泗
塲
で
す
か
ラ

矜
は
、
な
り

の
多
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
八
で
し

た
よレ

ト
ロ
ブ
ー
ム
と
、
女
性
の
哇
余

進
卜
り
が
原
因
で
は
、
と
呻
野
さ
ん

は
、
分
釿
し
て
い
ま
I

伝
統
の
味
を
守
る

き
痾

と
い
わ

ね
る

と
こ

ろ
に

は

、

亡

す
名

切
か
あ

り
ま

す

友

は
し

一

は

。に
こ

み

゛
か
十

り
阿

‘卜
に
し

冫
『
つ
汕

、

お
癶

ま
た

は
ミ

リ

≒

ザ
ラ
メ

、
こ

れ
に

中
心

を
人

ね
コ

ト
コ

ト

無
た
も

の

。

世
り

勾
は

擂
か
ら
圃
じ
。
伝
峺
の
味
で
す

元

理
は
平
節
の
物
も
山
し
て
い

ま
す
か
、
に
こ
み
以
外
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
他
の
乕
と
あ
ま
り
変
り
ま
せ
ん
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
と
お
り
休
だ

け
は
、
心
人
で
す
し
、
息
子
も
倹
を

継
い
で
く
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
伝
匠

の

味
は
了

っ
て

い
き

ま
す
・よ
I

仕
事
一
筋
こ
の
1
年

襌
野
さ
ん
の
1
年
は
、
仕
亭
一
励
、

鍋
を
甌
つ
め
て
珊
皿

来
年
も
き
っ

と
口
じ
ご
圖
然
呎
で
す
よ
」
と
笑
闇

で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

忙
し
い
年
の
瀬
も
、
口
然
咫
、
口

然
醗
。寒

い
日
は
、
温
か
い
一
に
こ

み

は
特
に
う
ま
い
と
神
野

さ
ん

良い
お年を

セ
モ
コ
の
配
仰
プ
ノ
タ
ビ
。
1

い
か
が
て
し
た
か

み
な
さ

ん
は
、
ど
八
な
1
り
て
し
た
で

し
去
う

'心
H
t
い
I
が
続
き
ま
す

み

な
さ

ん

も

休

に
気

を

つ
け

て
、

采
一『

も
元
乱

な
"

を
り
』せ

て
く

だ
さ

い
ね

。
ま
た
1

月
l
j

兒

い
の

み

た
ち
厶

弼
・
こ

お
余

い
し
ま

し

さ

う

モモ
コ ちゃ んを さ がせ す

く
す
く
育
て

大
野

桃
子
ちゃ
ん

今
回
ご
紹
介
す
る
モ
モ
コ
ち

ゃ
ん
は
、
本
当
に
名
前
が
暁
子

ち
ゃ
ん
。
与
真
の
赤
ち
ゃ
ん
を

砲
い
て
い
る
女
性
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
抱
か
れ
て
い
る
忝
ち
ゃ

ん
(
5
ヵ
月
ゝ
で
す
。

そ
し
て
砲
い
て
い
る
の
が
お

母
さ
ん
の
大
野
順
子
さ
ん
。

大
野
順
子
さ
へ

実
は
「
あ

だ
ち
広
報
」
で
活
躍
す
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
『
モ
モ
コ
』

の
生
み
の
親
。
ま
た
区
民
ま
つ

り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
軻
S

な
I
チ
ャ
ッ
ブ
ン
」
の
生
み

の
覡
で
も
あ
り
ま
す
。

名
町
が
「
眺
子
」
だ
と
聞
く

と
近
所
の
万
は
。
「
あ
あ
、あ
の

匹
覗
眦
の
モ
モ
コ
ち
ゃ
ん
と
同

じ
名
前
ね
」と
き
い
、
及
人
た

ち
は
。
「
本
当
に
モ
モ
コ
つ
て

吋
け
た
の
一
と
驚
き
ま
す
。

し
か
し
お
母
さ
ん
日
く
「
特

に
ぷ
報
眠
の
モ
モ
コ
を
意
歐
し

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
命

名
者
は
、
長
女
の
康
子
な
ん
で

す
。
私
の
お
な
か
に
い
る
時
か

ら
、
長
女
が
モ
モ
ち
ゃ
ん
、
モ

そ
ち
ゃ
ん
て
然
っ
て
い
た
の

で
、
生
ま
れ
た
潼
も
そ
の
ま
ま

眺
了
に
な
り
ま
し
た
。
ミ
『
エ

ル

‘
エ
ン
デ
の
小
脱
モ
モ
か
ら

取
っ
た
み
た
い
で
す
よ
』

モ
モ
コ
が

あ
た
ち
ぷ
報
一

に
登
場
し
て
か
ら
は
や
1
年
。

新
生
大
野
眺
子
ち
ゃ
ん
は
5
ヵ

月
。虱

邪
を
ひ
か
な
い
て
虍
妲
に

ス
タ
ス
タ
齊
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。

フォト
ニュ ース あだち

11/ 14 元気に大きくなあれ
稚 魚 の 放 流

づワ ア ー
』 保

膏 憧 児 た5[ ま大屬 ぎ 。淙 「|の 浄 化
を 促 進し 、 子供 た ちに 輿 燬保 護 への 唐 楓を 育 てる た
め 、 今年 も 荒川 で足 立区 、 東京 都 水戞 試験 場 壬催 に
よ る 鰉や フ ナな どの 稚魚2 万 匹 の 放流 が行tつれま し
た 。『a3魚 さ ん、 早く 大 きく な あn 』。 晴 天の日 の 桑
し い ーコ マ でし 愬。

11/ 23
やt 箍1 亀l j 6 な 、グ

一茶まつり
江 戸 の俳 人 、小 林 一戞 ゆ かり の 炎

天寺 で 値例 の 「一 茶 ま つり 」 か開 が

れ まし た 。 仮装 パレ ード や全 国小 中
学 生 俳句 大 会、 名 物の カ エル 相 撲な
ど か 行わ れ 、境 内 は衂 千人 の チピ
ツ 子 俳句 フ アンらで にg41 い まし た。

1
1
/
2
3

ま
ち
づ
く
り
フ
T
iス
テ
ィ
バ
ル
開
催

自
分
た
5
の
ま
ち
は
ど
の
よ
う
に
慶
わ
る
の
か
9

今

後
の
区
の
1
5

づ
く
り
を
I
え
る
一

滴
と
展
示
会
が
、
工

ル
『
ソ
フ
ィ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
缶

は
、
区
と
ま
ち

づ
く
り
公
社
、
ま
ち
づ
く
り
雇
返
湯
絡
l

。
大
ホ
ー
ル
で

吋
ヽ
ン
ン

ジ
ウ
し
が
屑
カ
n
『
*
>
#
>
1
>くr
ご
ぐ
7
じ
て
泗

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
外
の

イ
ベ
ン

ト
広

場
で
は
、

き
そ
ぱ
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
の
櫚
癡
巴
が

出
后
、
子
四

た
ち
に
風
船
が
配
ら
れ
る
な
ど
、
2
千
人
の

人
出
で
に
ざ
わ
い
!

し
芒
。

1
1
/
2
4

北

干
t
t
t
f
l西
口
慶

車
場
オ
ー
プ
ン

足
口
区
が
生
活
一
一

心
を
め
ざ
丁
北

千
佳
旭
区

。
そ
の
一
環
と
し
て

、足
立

区
と
北
干
佳
夕
j
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会

社
が
建
設
を
進
め
て
い
た
北
干
住
駅

囗
駐
車
場
ガ
ヌ
ー
フ
ン
。
目
転
聯
干
　

き
、
一

軍
台
を
収
用
。
交
通

の
緩

和
、
商
業
の
活
性
化
、北
干
庄
翳

囗
再

開
発
事
業
の
促
進
が
刪
哂
さ
n
ま
i
。

シリ ー ズ

あ だ ち の 鳥 た ち

ト ラツグミ

川
月
中
印
、
鳫
つ
い
た
ト
ラ
ツ

グ
ミ
を
保
膺
し
た
と
の
慱
報
か
、
2

口
つ
つ
け
て
寄
せ
ら
ね
ま
し

た

卜
。フ
ツ
ク
ミ
は
灣
暗
い
ぶ
簗

密
の
外
に
す
む
矚
で
、
足
立
区
内

で
の
鳴
報
は
叨
め
て
て
す
。

く
ち
ば
し
で
林
ち
"
を
は
ね
の

け
て
エ
け
を
伺
し
ま
す

巾
で
も

特
に
ミ
ミ
ズ
が
好
き
な
よ

う
で

す
。
ツ

グ
ミ

の
翔

で
は

。
玲

休
が

ぺ
き

い
の
で

す
か

、
卜

汐
の
よ
・つ

な
ま

だ
ら

侵
様
で
鴈

ち

簗
に

ま
ぎ

れ
て
口

々
‘ち

ま
せ
ヘ

ヒ

イ
ー

、
ヒ
ョ

ー

と

口
限
の

よ

う
な
祀

い
よ

く
と

お
る

澎
で
硯

閧

に
叫
き

ま
す

。
そ

の
さ
み

し
け

て

。
'‥気

味
な
{

か
、

い
わ

ゆ
る
フ
ェ

灣

の

喇
だ

と
さ

れ
て
い

ま
夭

冬
は

山
地

か
ら

岨
か
い

と
こ
ろ

に

瞳
勣

し
ま

す

足
・。
‘て

み
つ

か

『

だ
2

司
は

、
お
そ

ろ
く

昿
冬

の

た
め

に

哺
っ

て

き

た
の

て

し

ょ

う
『。漫

り

の
町
刈

に
な

る

ご
、
ガ
ラ

ス

な
ど

に
ぷ
つ

か
っ

て
儻

つ
く

野

奥
が
壇
え

ま

す

今
卜
の

吟
は

皿

二

な
が

ら
死
ん

で
し

ま
い

よ
し

た

か
、
町
S

を
冶
9

し

て
野

に
ぷ

す

制
度
が

あ
り
ま

す
の
で

ご

連
絡
く

だ

さ
い

。

問

合
せ

先

泪

纜
喋

气
箚

詞
両
両
　

　
貘
5
3
7
5
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こ
れ
か
ら
は
生
涯
学
習
の
時
代

足
立
区
が
″モ
デ
ル
市
町
村
″に

文
部
省

生
涯
教
育
推
進

事
業

文
部
省
の
生
汪
教
育
(
学
習
)

推
進
事
業
は
、
従
来
、
都
遭
府
県

が
対
象
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
区
市
町
村
を
対
象
と
し
た

亊
業
笙
俚
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
」

が
始
ま
り
、
柬
亰
都
で
は
、
足
立

区
と
江
東
区
が
そ
れ
ぞ
れ
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、人
生
8
0年
時
代
を
迎

え
、
人
び
と
の
生
睡
に
わ
た
る
学

習
活
勳
を
促
進
す
る
た
め
に
国
が

助
成
等
を
行
う
も
の
で
、生
唾
学

習
推
進
体
制
の
整
偉
を
中
心
に
、

各
自
治
体
の
総
合
的
な
推
進
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

・

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
S

業文
部
省
の
「
生
啀
学
習
モ
デ
ル

市
町
村
亊
業
」
の
内
容
は
次
に
褐

げ
る
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
中
か
ら
各
区
市

町
村
が
適
宜
選
択
し
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▽
学
校
と
社
会
の
連
携
に
よ
る
生

睚
学
習

▽
学
習
憤
報
の
提
供
と
相
談

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

▽
学
習
サ
ー
ク
ル
の
育
成

▽
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
閧
発
実
践

▽
勣
労
者
の
学
習
機
会
の
拡
充

▽
生
旺
学
習
を
進
め
る
庄
民
人
会

の
閲
催

▽
地
域
ぐ
る
み
の
庄
民
遡
勳
の
展

聞
V
学
習
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り

足
立
区
で
は
、
現
在
こ
れ
ら
の

生
汪
学
習
推
進
事
巣
を
穡
唖
的
に

進
め
て
い
ま
す
が
、
今
唆
も
民
閧

機
関
・
団
体
代
表
者
で
構
成
す
る

「
生
旺
学
習
推
進
協
議
会
」
の
意

見
を
十
分
に
伺
い
な
が
ら
、
計
画

化
を
倹
討
し
て
い
き
ま
す
。

人
生
8
0
年
扛
会
は
生
哇
学
習
の

時
代
。
区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
生
睡
学
習
の
「
主
役
'
一
で
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
穆
加
と
ご

協
力
を
お
頤
い
し
ま
す
。

Λ
生
涯
教
育
推
進
課
V

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

6
4年
度
第
1
学
期
生
募
集
中

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

で
も
学
べ
る
放
送
大
学
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
利
用
し
て
2
9
5

科
目
が
学
ぺ
ま
す
。

放
送
大
学
で
は
、
第
一
学
關
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員

▽
全
科
履
修
生
(
卒

某
を
め
ざ
す
)
・
:
7千
人

▽

選
科
竰
修
生
(
1

年
間
在
学
)
、

科
目
履
修
生
(
6
ヵ

月
在
学
)
、

特
修
生
・・
i
万
人
(
先
概
順
)

募
集
期
限
6
4

年
1
月
3
1日

願
書
の
讀
求
(

ガ
キ
で
放
送
大

学
本
部
へ
讀
求
し
て
く
だ
さ
い

(
無
料
送
付
し
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

放
送
大
学
本

部

〒
2
6
0千
葉
市
若
簗
2
-
1
1
　

一
一
(
0
4
7
2
)
7
6
5
1
1
1

地域での生活を

援助します
64年度に2 ヵ所オープン

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

区
で
は
、
穫
た
き
り
や
痴
呆

性
の
お
年
奇
り
が
安
心
し
て
家

底
で
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

ま
た
、こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た

め
の
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
「
高
齡
者
在
宅
サ
ー
ピ
ス
セ

ン
タ
ー
」の
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

こ
の
『
高
齡
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
こ

が
、
来
年
、
花

畑
四
丁
目
(
閧
設
予
定
6
4年
4

月
)
と
、
入
谷
三
丁
目
(
同
5

月
)
の
2
ヵ
所
に
オ
ー
ブ
ン
し

ま
す
。

こ
こ
で
は
、
利
用
す
る
お
年

寄
り
の
状
態
に
応
じ
た
次
の
内

容
の
サ
ー
ピ
ス

を
行
い
ま
す
。

▽
デ
イ
ホ
ー
ム

…
健
康
増
進
や
エ
作
、音
楽
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
趣
味
や
生
き

が
い
活
勳

▽
給
食
サ
ー
ビ
ス
・・・
お
年
寄
り

に
適
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
の
サ
ー
ビ
ス

▽
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ー
ミ
ド
ル

ス
テ
イ
(
寝
た
き
り
老
人
短

期
保
護
)
…
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
方

が
詞
気
。
冠
婚
郵
祭
な
ど
の

た
め
、
一
時
的
に
介
護
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
m
一
日
間
、

ミ
ド
ル
ス
テ
イ
は
4
週
閧
の

範
囲
で
お
世
話
を
し
ま
す

▽
入
浴
サ
ー
ビ
ス
・・・
家
底
で
は

入
浴
が
困
難
な
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス

▽
機
能
訓
練
・・・
脳
卒
中
の
後
遺

症
な
ど
身
体
に
障
害
の
あ
る

お
年
寄
り
へ
の
機
能
馴
練

▽
家
旅
介
護
者
教
室
・
:介
護
に

携
わ
る
方
に
介
護
知
掀
や
技

能
の
講
習

▽
相
談
…
お
年
寄
り
の
健
康
や

生
活
上
の
相
談
な
ど

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ピ
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
受
付
は
来
年
1
月

下
旬
の
予
定
で
す
。
申
込
方
法

な
ど
は
、
別
途
広
報
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
福

祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

来年のエトにちなんだ押し絵づくりでお正月
を迎える準備( はなはたデイホーム)

新
た
に
1
3件
を
登
録

区

の

文
化

財

足
立
区
に
は
、
郷
土
の
歴
史
を

伝
え
る
歓
多
く
の
文
化
財
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
昭
和
5
6

年
度
に
文
化
財
保
護
条
例
を
制

定
し
、
6
2年
度
ま
で
に
2
1
8件
の
文

化

財

を

踟

定

、

登

録

し

ま

し

た

。

1
1
月
1
7
日

、

新

た

に

次

の
1
3
件

の

文

化

財

を

登

録

し

ま

し

た

。

け
ん
J
4ち
ゃ
ぐ
i一
ノ
く
ね

・

有

形

文

化

財

▽

絅

本

槍

色

涅

槃
図
(
絵
固
)
六
木
3
j
1
0
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
'
″
し
と
I
-

1
3
・
大
光
寺
所
有
▽
松
本
子
邦

碑
i
史
資
料
)
西
新
拌
I
-
-

1
5
1
1
・
総
持
寺
(
西
新
拌
人
師
)

所
有

▽
牧
野
先
生
碑
(
歴
史
資

料
)

花
畑
3
-
1
7
-
1
8
・
実
性

一
・
"
、
;
し
い
ぇ
し
ん
寺
所
有
▽
瀬
田
龠
右
衛
門
碑
　

(歴
史
資
料
)

関
原
2
-
4
1
-
8
(

常
唱
庵
)

・
瀬
田
等
氏
所
有

かわ
冫ら
き
4
Iぞ・

▽
刈
内
久
蔵
碑
(
歴
史
資
料
)
竹

の
塚―
-
3
-
1
6
・
西
光
院
所
有

亜
有
形
民
俗
文
化
財
▽
刷
袈
裟

版
豕
中
川
3
-
2
1
恚
J
一
・
西
光
　
　
　
　
　
　
'

そ
J
气』

し
4
い
心

院
所
有

▽
地
蔵
菩
蘯
(
主
尊
)

庚
申
塔

千
庄
―
-
2
-
9

・
慈

眼
寺
所
有

▽
皈
碑
型
庚
申
塔

加
賀
2
-
6
-
5

・
加
賀
町
会
所

有・
無
形
民
俗
文
化
財

▽
島
根
神

代
神
楽
・・・
島
根
ぱ
や
し
連
中

▽

栗
原
石
塚
囃
子
・・・
栗
原
石
塚
囃
子

連
中

▽
興
野
囃
子
・・・
興
野
囃
子

連

▽
鹿
浜
島
囃
子
・
:鹿
浜
島
囃

子
保
存
会

▽
鹿
浜
昵
壓
祭
囃
子

・・・
鹿
浜
糀
屋
祭
囃
子
保
存
会

問
合
せ
先

郷
土
溥
物
館

6
2
0
9
3
9
3

島根神代神楽

地蔵菩薩 く主尊) 庚申塔( 慈眼寺)

鹿 沼 市 と

災害援助
協定を締結

足
立
区
と
鹿
沼
市
(
栃
木

県
)
は
、
H
月
1
日
。
災
客

援
助
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地

震
、
台
風
な
ど

の
災
害
時
に
食

檀
品
、
生
活
必

需
品
、
応
急
対

策
用
資
材
等
を

必
要
に
応
じ
て

相
互
に
援
助
を

す
る
も
の
で
、

今
回
、
新
た
な

項
目
と
し
て
、
被
災
者
の
収

容
施
設
の
提
叺
援
助
も
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

鹿
沼
市
と
は
、
区
の
野
外

レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン

セ

ン

タ

ー

を
5
9
年

に

設
置

し

た

こ

と

が

緑

と

な

っ

て

交

流

を
深

め

て

き
た

も
の

で

、
足

立

区

で

は

友
好

自

冶

体
の

小
出

町

・
新
潟

県
)

に

続
い

て
2

番

目

の

災
害

援
助

協

定
で
す

。
Λ
災
害
対
策
課
▽

く
ら
し
の

情
報

福

祉

今
月
は
定
例
払
月

心
身
障
害
者
(
区
制

度
分
)
・
難
病
患
者
・

老
人
の
各
福
祉
手
当

1
2
月
期
(
8
月
～
H
月
分
あ

福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
月
2
5日
ご
ろ
受
給
者
の
皆
さ

ん
の
凵
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

預
金
通
帳
と
印
か
ん
を
持
齡
の

う
え
、
区
に
お
届
け
の
金
融
機

関
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

亜
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区

利
度
)・
難
病
懋
者
橲
祉
手
当

今
回
支
紿
分
の
う
ち
、1
0月

分
か
ら
手
当
額
が
左
表
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
し
た
(
な
お
、

国
制
度
の
手
当
は
4
月
分
か
ら

改
定
済
み
)
。

申
請
し
て
い
な
い
方
へ

障
害

者
(
児
)
の
福
祉
手
当
に
は
。

国
制
度
、都
制
度
、区
制
度
が

あ
り
ま
す
(
た
だ
し

、
区
制

度
相
互
の
併
給
は
あ
り
ま
せ

ん
)
。そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
申

請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で

、
申
讀
も
れ
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係

　
眤
1
1
1
1
㈹

・
老
人
橲
阯
手
当

老
人
褐
祉
手
当
を
受
紿
し
て

い
る
方
が
次
の
よ
う
な
こ
と
に

該
当
し
た
と
き
は
、
必
ず
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
必
謇
な
主
な
項
目
　

▽
囗
座
番
号
や
住
所
な
ど
、

区
に
届
け
て
あ
る
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
と
き

▽
施
設
入
所
、死
亡
、
転
出

な
ど
で
受
給
資
格
が
な
く
な

っ
た
と
き

▽
重
度
心
身
阻
害
者
手
当
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

▽
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復

し
た
と
き

申
請
し
て
い
な
い
方
へ
6
5
歳

以
上
で
、6
ヵ
月
以
上
寝
た

き
り
、ま
た
は
老
人
性
痴
呆

に
よ
り
常
時
介
助
お
よ
び
看

視
を
必
要
と
す
る
方
で
、
現

在
、在
宅
も
し
く
は
入
院
し

て
い
る
方
に
支
紿
し
ま
す

申
込
に
必
要
な
も
の

▽
本
人

名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

を
除
く
)

▽
印
か
ん

▽

入
院
証
明
書
(
入
院
の
場
合

の
み
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老

人
福
祉
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

税・
年
金

★
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く
★

原
動
機
付
自
転
車

の
廃
車
等
手
続

原
勳
機
付
自
転
車
を
お
持
ち

の
方
で
次
に
該
当
す
る
方
は
、

廃
串
等
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽
こ
わ
れ
て
乘
れ
な
い
パ
イ
ク

を
持
つ
て
い
る
方

▽
盗
難
に
あ
い
、
現
在
ま
で
発

見
さ
れ
て
い
な
い
方

▽
廃
車
等
の
届
け
出
を
し
な
い

で
充
つ
た
り
譲
つ
て
し
ま
っ

た
方

届
け
出
の
手
綬
き
に
必
要
な
も

の
▽
ナ
ン
バ
ー
ブ
レ
ー
ト
(
盗

難
や
紛
失
等
の
場
合
は
、
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
)

▽
噪
諏
交
付
証
明
諮
(
盗
騅

・
吩
失
等
の
場
合
を
除
く
)
　

▽
印
か
ん

※
な
お
、
人
に
譲
つ
て
し
ま
っ

た
り
、
業
者
に
廃
車
を
依
頼
し

た
方
は
、
必
ず
そ
の
届
出
の
証

明・
を
蓆
認
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
軽
自
勳
車
税
係
(
　
巍
5
0
8
8
)

へ
。

年
金
受
紿
の
皆
さ
ん
ヘ

こ
ん
な
と
き
は

届

出

を

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
が
次
の
よ
う
な
こ
と
に
骸
当

し
た
と
き
は
、
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
し

な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い
が
遅

れ
た
り
、
前
に
受
け
取
っ
た
年

金
を
後
で
返
還
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

届
出
が
必
饗
な
主
な
項
目

▽
庄
所
、
氏
名

、
指
定
の
金

融
機
関
が
変
わ
っ
た
と
き

▽
2
つ
以
上
の
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

▽
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

死
亡
し
た
と
き

間
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

S
民
年
金
課
紿
付
係

巍
5
1
6
5

1
1月
分
保
険
料
の

納
期
限
は

1
2月
3
1日
で
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納

め
や
す
い
毎
月
納
付
と
な
っ
て

い
ま
す
。
各
月
の
保
険
料
の
納

期
限
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌

月
末
日
で
す
。

お
近
く
の
銀
吁
、
郵
便
昜
な

ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役

所
、
区
民
亊
務
所
の
窓
囗
へ
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
鰆
に
し
ま
す

と
峭
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん

。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

保
険
料
係

　
辯
5
1
6
1

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
期
聞
の
あ
る
方
ヘ

追
納
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

経
済
的
な
事
情
や
、
橸
祉
事

務
所
の
生
活
保
護
な
ど
で
、
保

険
料
納
付
の
免
除
を
受
け
て
い

た
嗣
閧
は
、1
0年
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
(
追
納
制
度
)
。

た
だ
し
、
昭
和
6
1年
4
月
か

ら
の
免
除
期
間
を
追
納
す
る
場

合
、
免
除
し
た
年
度
か
ら
2
年

経
過
し
た
も
の
は
、
当
時
の
保

険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す
。

免
除
期
間
は
、
そ
の
期
聞
の

年
金
額
が
3
分
の
1
に
な
り
ま

す
が
、
追
納
す
る
こ
と
に
よ
り

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

免
除
さ
れ
て
か
ら
1
0年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
追
納
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
。

保
険
料
係
　
齧
5
1
6
1

障害者手当額一覧表

〈魯考〉29 瘋末員の俸言児については、上記以外に障害を事由と覃る手
当があります。くわしくは、本庁吝・児窶助改係( 　1882- 1111)へ。
都・田嘔塵の手当は、陣言の程度や家辰の吸入などによる支紡
聘覯がある場きがあります、くわしくは、本疔害・障害樞祉係へ、
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区立学童保育 室

64年4 月入室の
入 室 児 童 募 集

来
年
4
月
入
室
の
児
童
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
で
き
る
方

働
い
て
い
た

り
、
長
期
の
病
気
な
ど
の
た
め

に
授
業
終
了
後
の
児
童
の
面
倒

を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
保
護

者

入
室
で
き
る
児
重
4
月
か
ら
小
　

学
―
～
3
年
生
に
な
る
児
童

定
員

各
保
育
蚕
4
0人
(
た
だ
し
、

千
住
あ
す
ま
児
童
館
は
5
5人
)

保
護
書
負
担
金

月
額
3
千
釼
円

(児
童
1
人
分
)

申
込
方
法

申
躋
S
、
冢
庭
状
況

票
、勦
務
証
明
S
(
用
紙
は
各
　

保
青
室
に
あ
り
ま
す
)
、印
か
ん
　

を
持
参
し
て
匱
接
各
保
弯
室
へ

申
込
期
間
1
月
1
0
日
～
2
3
日

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
学

童
保
育
係

昔
8
8
0
5
1
8
1

※
私
立
み
ど
り
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

(興
本
小
学
校
内

啻
巍
7
2
4
0
)

に
入
室
希
望
の
方
は
、匱
接
ク

ラ
ブ
ヘ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

し

いっしょに遊ぼう! 　
( 千住区民福 祉セン
ター学童保育室)

学 童 保 育 室 一 覧 表

伊
豆

高
原
・

熱
海
あ
だ
ち
荘

3
月
分
の
利
用
ご
案
内

3
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

(
ガ
キ
は
、1
保
養
所
、I
グ

ル
ー
プ
(
区
内
在
僅
・
在
勦
者
の

み
)
、1
枚
に
限
り
ま
す
。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
I
S
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
敬
不
可
。

投
稿
先・
:
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
渕
江
少
年
少
女
合
4
団
ク
リ

ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
1
2
月
2
4
日
(
土
)
、午
峻

6
時
3
0
分
1
8
時
3
0
分
/
文
化

会
館
/
無
料
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
)
/
薬
師
神

豐
8
5
2
3
2
3
2
(哽間
)

☆
ク
リ
ス
マ
ス
埓
棋
大
会
(
棋

好
会
)
1
2
月
2
5
日
、午
前
1
0

時
か
ら
/
佐
野
セ
ン
タ
ー
/
無

料
/
会
貝
も
募
集
中
、
毎
週
土

嗜
日
、
午
唆
6
時
～
9
時
、
佐

野
セ
ン
タ
ー
、中
高
年
・
仞
心

者
歓
迎
、月
額
3
0
0
円
/
石
田
s
a

0
9
3
8

☆
ジ
ュ
ニ
ア
読
s
会
1
月
3

日
(
火
)
、午
陵
1
時
I
4
時
/

1
2
歳
～
1
8
歳
の
方
/
参
加
費
3

円
/
北
村
宅
(
亀
有
五
丁
目
)
/

読
s
、そ
の
他
の
談
話
の
会
/

北
村
a
a
3
4
9
7

☆
第
4
0
回
足
立
よ
い
映
画
を
見

る
会
▽
1
月
6
日
・
:
東
邵
福

祉
セ
ン
タ
ー
、西
部
福
祉
セ
ン

タ
ー
▽
1
月
7
・
8
日
・
・
・
文

化
会
館
、産
業
振
興
館
、い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
、正
午
、午
後

2
時
か
ら
上
映
/
ア
ニ
メ
[
宝

恥
]
/
入
場
料
咲
円
(
4
歳
以

上
匸
/
荒
井
豐
8
5
8
3
0
4
8

☆
光
風
会
会
■
矢
沢
功
・
志
麻

二
人
震
1
月
り
一
日
～
1
6
日
、

午
前
1
0
時
I
午
唆
6
時
/
西
新

井
区
民
ホ
ー
ル
/
第
2
0
回
日
展

入
選
作
、こ
け
し
絵
な
ど
を
陳

列
/
矢
沢
e
讃
6
8
0
8

―
募

集
―

☆
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(
P
A
L
)

土
、日
、祝
日
4
時
間
/
区
内

ま
た
は
近
効
の
公
営
コ
ー
ト
/

男
子
中
級
、
女
子
初
級
以
上
/

年
3
～
4
回
の
合
宿
あ
り
/
月

額
千
円
、
コ
ー
ト
代
実
費
/

吉

原

・
1
8
9
8
2
6
1
5
(
午
後
7

時
以
降
)

☆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
)

毎
週
金
曜
日
(
曜
日

の
変
更
あ
り
)
、午
後
7
時
I
8

時
3
0分
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

月
額
2
千
弧
円
/
大
杉

廿
8
8
6

掲

示
板

・
曰
s
蠻
駅
-
谷
在
家
一
丁
目

間
で
深
夜
バ
ス
遅
行

1
2月
5
日
か
ら
都
営
パ
ス
・

里
4
8路
線
の
一
邵
区
閧
で
深
夜

パ
ス
が
連
行
さ
れ
ま
し
た
。

運
行
区
間
J
R

日
暮
里
駅
発

-
西
日
暮
里
駅
I
江
北
六
丁

目
団
地
―
谷
在
家
一
丁
目
行

(
日
暮
里
駅
行
は
江
北
六
丁

目
団
地
か
ら
出
発
)

遭
行
時
刻
▽
日
s
里
駅
発
・
・
-
　

2
3時
1
0分
・
3
5分
、2
4時
1
0
　

分

▽
江
北
六
丁
目
団
地
発

:
必
一
時
1
0分
・
4
0分

運
賃

▽
大
人
・・・
3
2
0
円

▽
小

児
…
囿
円
(
定
期
券
こ

日

乗
車
券
利
用
者
は
深
夜
バ
ス

運
賃
の
半
額
)

遭
行
日
土
・
日
・
祝
日
を
除
　

く
毎
日
(
た
だ
し
1
2
月
3
1
日
　
～

1
月
3
日
を
除
く
)

問
合
せ
先

都
・
交
通
祕
巣
鴨

自
勳
車
営
業
所昔

9
1
8
0
3
7
6
s

法
定
鯛
s
の
提
出
期
限
は
1

月
3
1臼
で
す

紿
与
、
報
酬
料
金
、
不
勣
産

の
使
用
料
な
ど
の
支
払
者
は
、

源
泉
徴
収
票
や
支
払
調
s
を
1

月
3
1日
ま
で
に
所
轄
税
務
署
に

畏
出
し
て
く
だ
さ
い
。

A
足
立
・
西
新
井
税
務
番
v

・
ポ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
睥
習
　
　
　
　

1
同
和
対
策
s
業
1

日
時
1

月
2
3・
2
4・
2
6・
2
7・
3
0
　

日
、
午
唆
6
時
～
9
時
1
0分

受
講
料

無
料

申
込
日
時
1

月
9
・
1
0日
、

午
前
9

時
～
午
俊
7
時

鳩
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
都
　

立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
　

校
台
東
分
校
(
都
・
産
業
労
働
　

会
館
内
)
啻
8
7
6
2
9
6
1

s
米
就
業
番
護
婦
等
睛
習
会

曰
眄
6
4
年
1
月
2
3
日
～
2
月
　

3
日
(
土
・
日
を
除
く
)
、午
前
　

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

場
所
日
本
看
霞
s
会
(
渋
谷
　

区
神
宮
前
5
-
8
-
2

、
地

下
鉄
表
参
道
駅
徒
歩
4
分
)

対
象

▽
保
健
婦
、
助
産
婦
、

贊
霞
婦
ま
た
は
准
肴
護
婦
の

賢
格
を
持
つ
方

▽
5
0歳
程

度
ま
で
で
鳶
職
を
希
望
し
て

い
る
讐
霞
職
の
方

▽
当
講

習
会
を
未
受
講
の
方

内
容

講
義
と
央
習

定
a
・
費
用
5
0

人
・
無
料

申
込
期
陂
1
2

月
2
8日

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
衛
生

祕
譽
護
課
指
導
係

`
箔
一
5
1
1
1
㈹

・
足
立
消
防
暑
神
明
出
彊
所
に

救
急
車
を
配
置
し
ま
し
た

こ
れ
に
よ
り

、
付
近
一
帯
の

敦
急
力
が
強
化
さ
れ
ま
し
た

。

火
S
・
救
助
・
敦
急
は
1
1
9番

Λ
足
立
消
防
暑
V

・

柬
亰
都
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

H
月
2
0日
か
ら
、
日
額
4

千

円
、
時
間
額
5
0
8円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
(
除
外
賃
金
を
除
く

。

ま
た
、
産
業
別
最
低
S
金
は
別

途
に
規
定
)
。こ
れ
よ
り
低
い
賃

金
で
労
働
者
(
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
を
含
む
)
を
便
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く

は
、
足
立
労
勵
基
串
監
譽
*

(
。‘
8
8
2
1
1
8
7
)へ
。

こ
ど
も

乳

幼

児
す
こ
や
か
相
談

青
児
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

豊
富
な
知
掀
と
経
験
を
持
つ

ペ
テ
ラ
ン
保
毋
が
相
鮫
に
応
じ

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
す
こ

や
か
な
成
長
の
た
め
に
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
育
圜
・
相
岐
曰
▽
興
　

野
保
育
圜
(
西
新
井
本
町
4
　

-
1
9
-
2
3
酋
膳
3
2
0
　

0
)
・
:
毎
週
月
・
土
曜
日
　

▽
観
隣
館
保
胄
園
(
梅
田
4
　

-
2
9
-
6
a
8
8
9
3
8
6
　

0
)
・
:
毎
週
水
・
金
曜
日
　

▽
新
田
保
青
園
(
新
田
2
-
　
1
-
1
0
a
9
1
4
6
4
6
6
)
　

・・・
毎
週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係

魯
8
8
2
1
1
1
1㈹

来
年
4
月
入
園
の

区
立
幼
稚
園
5
歳
児

二

次

募

集

采
年
4
月
に
入
圜
す
る
区
立

幼
稚
菌
5
歳
児
ク
ラ
ス
の
定
員

に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
各

菌
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、お
早
目
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。(左
表
参
照
)

応
募
S
格

区
内
在
住
の
i
纔

児
(
昭
和
5
8年
4
月
2
日
～

5
9年
4
月
2
日
生
)

申
込
・
受
付
場
所

入
園
を
希

望
す
る
区
立
幼
稚
園

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
S
第

二
佩

酋
8
8
2
1
1
1
1㈹

心
身
に
障
害
を

持
つ
お
子
さ
ん
の

就

学

相

談

采
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
。心
身
に
障
售
を
持
つ
お

子
さ
ん
の
就
学
相
談
を
行
つ
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
教
斉
の

場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
良
い

か
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に

あ
た
り
ま
す
。

受
付
日
畤
祝
日
、年
末
年
始
　

を
除
く
毎
週
月
～
金
曜
日
、

午
前
9
時
～
午
陵
5
時

対
象

来
年
4
月
に
小
学
校
へ

入
学
予
定
の
区
内
在
住
の
児

童
と
保
腰
者

申
込
力
法

電
話
予
約

塲
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

教

育
セ
ン
タ
ー
・
教
青
相
談
係

就
学
相
談
柤
当

`
M
一
9
5
3
1

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校
や

高
等
専
門
学
校
等
へ
入
学
す
る

た
め
、
入
学
金
等
に
お
困
り
の

方
へ
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
、
高
校

・
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
文

部
大
臣
が
指
定
し
た
専
修
学

校
の
高
等
課
程
進
学
予
定
者
　

と
同
居
し
て
い
る
保
謾
者
　

▽
区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
　

上
居
住
し
、住
民
税
を
蕎
納
　

し
て
い
な
い
▽
昭
和
6
2
年
　

中
の
年
収
が
次
の
金
額
以
下
　

で
あ
る
(
給
与
所
辱
者
・
・
・
支
　

払
い
給
与
の
総
額
が
枷
万
円
　

以
下
、亊
業
所
縟
者
…
総
所
　

耨
額
等
が
4
4
0
万
円
以
下
)

融
資
金
額
1
0
万
円
以
上
闖
万
　

円
以
下
(
1
万
円
単
位
)

利
串
年
u
%

返
済

融
賢
を
受
け
た
日
か
ら

3
年
以
内
(
元
金
均
等
月
歐

償
還
)

保
証

金
融
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(
保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
込
用
紙

区
内
中
学
校
在
学

者
に
つ
い
て
は
各
中
学
校

で
、
そ
の
他
の
方
は
振
興
係

で
交
付
し
ま
す

申
込
期
間
6
4

年
1
月
9
日
～

2
月
1
7日

申
込
・
問
會
せ
先

本
庁
舎
・

学
務
第
二
課
振
興
佩

酋
靦
1
1
1
1

㈹

生
活環
境

水

洗

化

が

可
能
に
な
り
ま
し
た

左
配
の
地
域
の
水
洗
化
が
可

能
に
な
り
ま
し
た

。
こ
の
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
に
は

、
3
年

以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

。

水
洗
化
可
随
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
曰

左
喪
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
遭
局
小
菅
支

所

酋
6
0
2
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

賢
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・

計
圖
飼
整
課
助
成
係

瞋
Q
2
0
8

児
童
遊
園
が

休
園
し
ま
す

都
営
住
宅
建
替
工
事
に
伴
い

次
の
児
童
遊
圜
が
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
顴
い
し
ま
す
。

▽
下
沼
田
第
二
児
量
遇
菌
　

▽
西
加
平
第
二
児
童
遊
園
　

▽
五
兵
衛
児
童
遊
菌

▽
伊
募
谷
北
児
童
遊
圜

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

公
菌
課

き
碵
5
2
6
1

おしら
せ

工
業
続
計
調
査
に

ご

協

力

を

1
2月
3
1日
を
基
準
日
と
し
て

エ
業
貎
計
飼
査
を
行
い
ま
す

。

こ
の
謁
査
は
国
の
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め

、
製

造
業
に
羈
す
る
全
事
業
所
を
対

象
に
全
国
一
斉
に
行
う
も
の
で

す
。1

2月
中
旬
か
ら
1
月
下
甸
に

か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で

、ご
協
力
を
お
潁
い
し
ま
す

。

間
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

続
計
係

魯
嶄
5
0
3
3

水洗化可能地域
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食
べ
物
の
安
全
を
徹
底
追
求

食

品

衛

生

監

視

員

区民レ ポータ ー

現
在
は
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
。
食
べ
初
に
対
す
る
関
心
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

、
区
民
の
歯
さ
ん
が
安
心

し
て
食
S
を
と
れ
る
よ
う
に
、
食
品
G
メ
ン
と
呼
ば
れ
る
保

健
所
の
食
品
衛
生
監
視
輿
が
、
飲
食
店
や
食
品
の
製
渣
・
販

充
店
を
い
つ
も
監
槓
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
″
う

か
。
今
回
は
、
西
新
井
六
丁
目
に
お
住
ま
い
の
山
本
米
子
さ

ん
に
レ
ポ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
、
食
品
衛
生
監
視
員
の
廠
末

一
斉
取
り
締
ま
り
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
相
手

は
千
住
保
傭
所
平
川
食
品
衛
生
主
査
で
す
。

訪
問
調
査
は
突
然
に

こ
の
日
同
行
し
た
取
り
啼
ま
り

は
生
食
用
か
き
販
売
店
の
監
視
・

指
導
で
、
咀
立
・
千
庄
保
壥
所
の

食
品
衛
生
監
唄
員
が
一
斉
に
出
勳

し
ま
し
た
。

監
視
貝
か
2
人
す
つ
組
み
、
生

禽
用
か
き
を
取
り
扱
つ
て
い
る
ス
'

I
(
I

や
魚
屡
を
訪
問
。
も
ち
ろ

ん
、
曰
常
の
食
品
衛
生
状
態
や
食

品
の
取
り
扱
い
を
調
査
す
る
た

め
、
亊
的
の
連
碚
を
せ
ず
突
然
の

筋
問
で
し
た
。

-
-
。
人
の
監
視
員
か
販
売
S
任
者

に
生
食
用
か
き
の
仕
入
日
、
保
存

濕
度
な
ど
を
聞
き
取
り
ま
す
。
販

充
は
仕
入
れ
当
日
に
限
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
爽
際
に
冷

蔵
庫
や
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
き

こ
み
、
温
度
計
が
適
溘
に
な
っ
て

い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

、
細
か
な
点

映
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
関
に
、
も
う
一
人
の
監
視

員
が
生
食
用
か
き
の
I

パ
ッ
ク
を

抜
き
取
り
、
詼
示
が
適
圧
か
ど
ぅ

か
な
ど
を
調
ぺ
ま
し
た
。
抜
き
取

つ
た
パ
ッ
ク
は
水
の
う
が
人
つ
た

か
ぱ
ん
に
収
め
、
衢
生
試
験
所
に

持
ち
込
み
、
細
菌
倹
査
と
鮮
度
唆

査
を
行
い
ま
す
。

頻
繁
な
抜
き
取
り
検
査

山
本

歳
末
一
斉
取
り
啼
ま
り
で

は
、
生
食
用
か
き
の
ほ
か
に
ど

ん
な
食
品
を
倹
査
し
ま
す
か

。

平
川

お
で
ん
材
科
の
魚
囘
ね
り

製
品
、
洋
生
菓
子
、
正
月
用
食

品
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
食
品

は
陬
末
年
始
に
大
暈
に
出
回
り

ま
す
か
ら
、
取
り
扱
い
が
不
衛

生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
監
視

や
指
導
を
強
化
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
特
別
監
視
は
巖
も
食
中

冐
の
起
こ
り
や
す
い
夏
も
行
い

ま
す

。

山
本

今
日
は
4
0件
の
生
食
用
か

き
を
検
査
す
る
そ
う
で
す
ね

。

食
ぺ
物
で
す
か
ら
厳
重
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い

。

平
川

抜
き
取
り
検
査
を

頻
繁
に
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
1
0年
前
は

倹
体
総
数
眤
で
し
た

が
、
昨
年
度
は
千
柮
に

増
え
て
い
ま
す
。
細
か

な
指
導
を
行
う
よ
う
に

な
り
、
全
般
的
に
製
造

・
販
売
業
者
の
衛
生
意

識
が
高
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
は
囎
か
で
す
。

山
本

抜
き
取
り
椣
蒼
で

不
良
貪
品
や
進
反
食
品

を
発
見
し
た
と
き
は
。

ど
の
よ
う
な
処
置
を
と
る
の
で

す
か
。

平
川

販
売
禁
止
や
廃
棄
処
分
、

悪
質
な
還
反
に
は
営
業
を
渟
止

さ
せ
ま
す
。

検
査
結
果
を
も
と
に

衛

生

講

習

会

山
本

倹
査
結
果
は
、
衛
生
敵
胄

に
も
活
か
さ
れ
る
そ
う
で
す

ね

。

平
川

倹
査
に
よ
っ
て
収
集
し
た

科
学
的
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
営

業
者
に
対
し
て
衛
生
講
習
会
や

個
人
指
導
を
行
い
ま
す
。

山
本

特
に
食
中
毒
の
防
止
に

は

。
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す

ね

。

平
川

情
報
を
受
け
る
と
す
ぐ
に

原
因
究
明
の
飼
査
に
あ
た
り
ま

す
が
、
意
外
と
葷
庭
料
理
が
原

因
と
い
う
の
も
多
い
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
で
も
食
品
管
理

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

山
本

私
た
ち
食
事
を
つ
く
る
者

に
は
興
味
あ
る
レ
ポ
ー
ト
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
紙
な
ど

を
通
じ
て
食
品
衛
生
の
畔
し
い

嘴
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

。

平
川

そ
う
で
す
ね

。
ま
た

。
食

品
に
つ
い
て
困
つ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
保
健
所
食
品
衛

生
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

私
た
ち
は
保
健
所
に
寄
せ
ら
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
か
ら
、
倉

業
店
の
調
査
や
食
品
椣
査
を

し

、
皆
さ
ん
の
不
安
を
解
消
し

て
い
き
た
い
と
思
つ
て
い
ま

す

。

平川主査と対談する
山本米 子さん( 右)

歳末一 斉取り締 まりに同行 しました

情 報 コ ー ナ ー 法 律 相 談 ( 予約制… 電話予約可) 区民相談室 　( 882) 1111㈹
□ 区役所 本庁舎1 階区民 相談室
相談日は、毎週月・木曜日、午後
1時～4時

□ 中央 本町庁舎2 階相談室
相談日は、毎月第2・4水曜日、午後
1時～4時

写真 と映像のたい む・とらべ る
足 立

の 昨 日 ・ 今 日
・ 明

日

日時1月5日～11日、午前9時～午　
後8 時

場所 エル・ソフ ィア1 階ホール( 東
武線 梅鳥駅下車 徒歩3 分)

内容 写 真展、r 東京の空 の下」( 昭和
44年 の足立区空撮ビ デオ) の放映他

問合せ先 本庁 舎・広報課
882 ―1111 ㈹開 設当時 の綾瀬駅( 昭和18 年)

産業振興シンポジウム
21世紀を めざし た足立の産業振 興

につい て、シンポジ ウムを閲 催しま
す。多 数のご 齡加を お待ちし てい ま
す。
日時2月4日( 二土二) 。午後1時30分　～

4時
場所 エ ル・ソフ ィア4 階ホ ール
問 合せ先 中央本町 庁舎・経 済滕
**880 ―5191

老人会館/ 手 芸 教 室
日時1月～3月の第2・4士曜日、午　
唆1時～2時30分
対象 区内在住の闖歳以上の方
内容 はり絵等の作り方
定員30 人( 抽選)
申込方法 廈接窓囗または電話
申込期眼12 月25日
申込・問合せ先 老人会館
**859- 9732

足立区職員研修所公開講座

自治体大学「まちづくり講座」「閉校シンポジウム」
区職員と同じ場で自治のあり力を考
える公閲講座です。
日程・内容 下表のとおり
場所 足立区職員研な所( 無料)
対象 区内在住・在勣の方
定員30 人程度( 抽選)

申 込方法 ハガ キに 住所、氏 名、年齢、
電話番 号を明 記

申 込期限12 月31日 消印有効
申 込 ・問 合 せ先 足 立区 職 祠研 修 听
( 〒120 綾 瀬2 ―30- 6t 1602- 88　4D

コンクール入賞作品展 12月23日～25日/午前10時～午後5時
西 新井 区 民 ホ ール

中学生
環境保全ポスター
公害防 止・楝化椎 進をテ ーマとし

た第16回 中学生環境 保全ポ スターコ
ンク ール優秀作品を 展示し ます。
入賃者 は富査の 結果、次のと おり

決まり まし た。
公害の部) 区長賁 … 杉浦成紀( 育
井中) り:ヽ金賁… 飯島擂至 【第四
中 】、山 囗弘男{ 第 十四中} 、 杉本亜
希孑{ 第十四中} 、 佐藤亮( 第 十五
中' j、飯島 正明( 花畑 中) 　そ のほ
か銀賁10 人、銅賞20 人、佳作38 人

緑 化の都 り 区長賁… 彦根容 子{ 第
十六中} > 金賁・・・利根川亮司{ 第
十五 中べ会 田悦 イベ第 十 六中} 、上
野朋子( 第十六中3、彦根美代( 第 十
六 中八深潭 亜美{ 渕江 中l 　そ の
ほ か銀賞10 人、銅貫20人、佳作50 人
問合 せ先 木庁舎 ・環境課
8882- 1111( 代)

公
害
の
部
区
長
賞

杉
浦

成
紀
さ
ん
(
青
井
中
)

緑
化
の
部
区
長
賞

彦
根

容
子
さ
ん
(
第
十
六
中
)

緑 の 写 真
区内の身近な 緑゙。をテーマとし
た緑の写真コンクールも、今年で第12
回を数えました。
過去2 年間の作品も含め。入貫作

品の展示を行います。また。緑化亊?
案内パネルも展示します。

問合せ先 本庁舎・練化係
882- U 】】(代)

成 人 の 日 の 集 い

虞人になる方を対象に、区では「改
人の日の集い」を来年1 月15日に行
います。
該当する方には年賀状でお知らせ

します。
日時・場所 下表のとおり
対象昭和43年4月2日～昭和44年　
4月1 日生まれの方

問合せ先 本庁舎・青少年課
882―11口( 代)

新
春
プラネタリウムと
映画の特別投映会

日畤1 月5 ・6 日、乍前lほ陦・午
後2 時
塲所 教胄センター
内容 　プラネタリウムF冬の星座」

腴團「みなしごハッチ」
定員172 人〔各回先番順〕
入場料 じ　15鑚以下・・・無料 じ　16纜
L以亅二・・・100円

問合せ先 教胄センター
- 508801

工業 用 ミシ ン縫 製 技 能 講 習 会

縫製技能は一生の宝
日時1月17日～2月6日( 土・日曜日　
を除く15日間) 、午前1〔l 縟～午後3時

場所 職業 サービ スセンター( 縵瀬ブ
Jレミエ内i )

対 象 区内 在住の初心 者
定員16 人( 先着||頁)
費 用 無料( 教材費一邵 負担。2, 0( X) 　
円 程席】

申込 方法1 月9 日午前9 時 から、 匱
接窓 口へ

※ 住所を 碓認でき るもの( 健康保陬証
等) を持 参。
申 込・間 合せ先 職業 サービ スセンタ
ー 　' 838―3584

第30回 新年ラジオ体操大会
日時1 月2 日( 月)、午前8 時から
場所 千住本水川神杠境内( 千住3- 　22)

※ 雨天の場合は千寿第一小学校体育館
で行います。
問合せ先 本庁舎・体弯課 　882―
1111( 代) または区ラジオ体操会連
盟 　・887- 0329・大原

T. S. N. To. 240, 000


